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図-1 大和川水系大和川,佐保川,曽我川洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 

 

排水作業準備計画の作成について 
 

米田 直起1 

 
1近畿地方整備局 大和川河川事務所 調査課（〒583-0001 大阪府藤井寺市川北3-8-33） 

 

 「水防災意識社会」再構築に向けた緊急行動計画の取り組みとして,全国的に平成32年度まで

に長期にわたり浸水が継続する地域などにおいて,排水作業準備計画を作成している状況である.

近畿地方整備局では,他地整からの広域的な支援も必要なことを踏まえ,整備局内で統一的な観

点で排水作業準備計画を作成する方針とし,大和川を事例とした「排水作業準備計画作成のポイ

ント（案）(以下,計画作成のポイント)」を作成した.また,大和川では水位上昇が速く,限定さ

れる人員体制で,情報を迅速かつ確実に把握・伝達するための事前準備ツールを作成した.更に,

大阪府域右岸側の低平地では,計画作成のポイントでは網羅できてない事項があり,都市特有の

排水施設や道路網等を踏まえた排水計画の課題と対応策をまとめた. 

 

キーワード：排水作業準備計画,水防災意識社会,危機管理,事前準備ツール 
 

 

１． はじめに 

『平成27年9月関東・東北豪雨』では,鬼怒川決壊等に

より,電力,水道,鉄道の停止などの被害が発生するとと

もに多数の孤立者が発生し,約4,300人が救助された.そ

のような状況下で,浸水域の排水は,堤防決壊直後から全

国より集まった最大51台の排水ポンプ車等により24時間

体制で行われたが,浸水域が広範囲に及んだことから宅

地及び公共施設の浸水を解消するまでに10日間を要した
１）.『平成27年9月関東・東北豪雨』における対応を受け,

全国的に「水防災意識社会」再構築に向けた緊急行動計

画の取り組みとして,平成32年度までに長期にわたり浸

水が継続する地域などにおいて,排水作業準備計画を作

成している状況である. 

排水作業は『平成27年9月関東・東北豪雨』のように

他地整からの広域的な支援も必要となるため,整備局と

して統一的な観点も重要である.近畿地方整備局では,平

成28年度に各事務所で１事例の排水作業準備計画を作成

したが,配置場所,アクセスルート,図面に記載された情

報等の内容が異なっていた.そのため,排水作業準備計画

における検討手法,制約条件等について大和川を事例と

して計画作成のポイントを検討する方針となった.一方,

大和川では平成27年の水防法改正を踏まえて平成28年5

月に洪水浸水想定区域図（図-1：浸水継続時間参照）を

公表している2）.大和川の中流部（奈良県域）では,ほぼ

全域的に浸水継続時間が3日以内である.大和川では降雨

から流出までの時間が短く,河川水位が急激に上昇・下

降する特徴を有しているため,初動体制確保が重要であ

り,排水作業準備計画では,限定される人員体制で,昼夜

問わず必要な情報を迅速かつ確実に把握・伝達する必要

がある.また,下流部の右岸側（大阪府域）の低平地では,

ほぼ全域的に浸水継続時間が3日以上の長期化の様相を

呈している.下流部は,柏原地点から北上し淀川へ合流し

ていたが,江戸時代に淀川と分離され流路を西向きに付

け替えられたため,大阪平野の高い位置を流れている３）.

そのため,この地形特性を考慮して,都市特有の排水施設

大阪府域 奈良県域 

凡例
：計画作成のポイント作成時
に対象とした氾濫ブロック
：計画作成のポイント作成時
に対象としない氾濫ブロック

ブロック名

ブロック名
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⑥他の防災活動の影
響を考慮した場所選定

⑤アクセスを考慮した
配置可能場所の選定

③排水ポンプ車の規格
を踏まえた配置可能場

所の選定

④釜場や排水元・排水
先の状況を考慮した排

水可能場所の選定

⑦集結場所の設定

①決壊地点の選定

②氾濫ブロックの抽出

⑧排水作業準備計画
図の作成

検討項目を設定し、
検討手順を設定

各検討段階はパワーポイントで整理

他事務所でも活用可能な
ようにフロー図として整理

他事務所でも適用可能
な制約条件の設定

燃料補給車の並列駐車を考慮
した配置パターンの設定

 

図-2 検討手順と計画作成のポイント（一部抜粋） 

や道路網等が存在することに対応した排水ポンプ車の配

置が必要となる. 

これらの背景を踏まえ,本研究では,大和川流域を対象

に,近畿地方整備局管内の事務所が今後,統一的な観点で

排水作業準備計画を作成するための計画作成のポイント

を作成した.また,大和川特有の条件や課題に対して,

国・地方公共団体等が保有する既存排水施設や排水ポン

プ車などを最大限に活用した排水準備計画を作成するた

めの課題や対応策を検討した. 

 

２． 排水作業準備計画作成のポイント（案）の作

成 

排水作業は他地整からの広域的な支援も必要とするこ

とを踏まえ,整備局内で統一的な観点で排水作業準備計

画を作成する方針として,大和川を事例とした計画作成

のポイントを作成した.計画作成のポイントでは,検討条

件,アウトプットイメージを明確化することを考慮して,

以下の点に留意した. 

 他事務所の参考となる対象地区の選定 

 検討手順の明確化 

 チェックリストの作成 

 排水作業準備計画図の標準化 

 

 (１) 他事務所の参考となる対象地区の選定 

計画作成のポイントは,他事務所でも活用できるよう

に,他事務所にも適用可能な地区で検討を行う必要があ

る.異なる氾濫形態で排水作業準備計画を検討すること

が想定されるため,対象地区は地形の異なる奈良県域,大

阪府域で各々１地区を選定することとした. 

排水作業準備計画は浸水継続時間の短縮が目的である

ため,浸水継続時間１日以上となる氾濫ブロックの中か

ら,対象地区を選定した. 

大和川では,下流域左岸でスーパー堤防が施工中であ

る.このような区間は近畿地方整備局管内では少ないた

め,大和川下流域左岸は対象外とした.また,1.でも述べ

たように大阪府域右岸側で決壊した場合には浸水範囲が

拡散し,排水先河川が府管理河川となる.このような地区

も他の河川に比較して特異な条件となるため,対象外と

した.氾濫ブロックごとの被害額,重要施設等を勘案し,

大阪府域では「YL3」,奈良県域では「YL6」の氾濫ブ

ロックを選定した（図-1参照）. 

 

(２)検討手順の明確化 

平成28年度には各事務所で作成された排水ポンプ車配

置計画の内容が定まっていなかったため,検討手順の明

確化を図った.検討手順は8段階を経ることで排水作業準

備計画が作成可能なように整理した.図-2は,排水ポンプ

車の規格（揚程・電源用コードの延長）等を制約条件と

して車両配置パターンを設定した上で,配置可能台数を

分析する資料の例である.配置スペース3m以上5m未満の

場合では,燃料補給を携行缶で行うことも考慮した.この

ように各検討段階では,制約条件を明確にし,統一的な観

点で検討できるように配慮した. 

 

(３) チェックリストの作成 

計画作成のポイントは,50枚程度に及ぶため計画作成

のポイントのパワーポイント資料の総括版として,A3一

枚のチェックリストを作成した. 
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表-1 チェックリスト（一部抜粋） 

 
【兼用道路での配置場所の選定】
一般車両が通行する兼用道路では、ホースブリッジや通行規制の必要性についても検討したか。配置場所の道路幅、交通量、浸水継続時間などを考慮して、ホースブ
リッジの規模や形式については及び通行規制の必要性を検討したか。

□

【緊急復旧工事車両との輻輳】
緊急復旧活動と排水活動の場所や搬入時刻をもとに緊急復旧工事車両との輻輳等について検討したか。堤防決壊時の緊急シミュレーションの結果も踏まえて確認し
たか。

□

【堤外側の法面の保護を考慮した排水活動における留意点】
排水現場では排水時はブルーシートによる堤外側の法面の保護を行っているが、堤内側水位低下等によりホースを堤内側へ移動した際にホース吐出口がブルーシー
トの面から外れ、法面を洗堀する事例が発生している。排水活動時に留意すべき点の周知や施設整備を検討したか。

□

【踏切通行時における留意点】
踏切内を詳細に確認して、通行における事前準備を検討した上で、必要に応じて緊急時の通行に関して鉄道管理者と協議を行ったか。

□

【他機関の施設情報】
既存の樋門・樋管、排水機場等の排水施設の操作規則、管理者の連絡先等について整理したか。

□

【燃料補給施設の整理】
排水ポンプ車配置場所周辺のガソリンスタンドに加えて、経済産業省により取り組まれている災害対応型給油所についても整理したか。

□

【仮設トイレの配置】
仮設トイレの利用は、排水場所から現実的な距離で検討したか。
優先度の例としては、①＞②＞③＞④　が考えられる。
①「活動拠点（出張所など）」で準備、②災対車で準備（災対車にトイレが完備）、
③その他、公共で使えるトイレ、　　　④仮設トイレ(各事務所で発注している「災害対策用機械操作業務」で準備可）

□

チェック
欄

検討内容大項目 検討項目

４．排水箇所での排
水ポンプ車設置検
討、アクセスルート検
討

➇配置可能場所に対する
事前準備の検討

 

表-2 図面の記載項目（表内の番号は図-3,図-4の各

図面内のコメントの番号と対応） 

広域図
（A3版 表面）

【図-3】

①緊急輸送路・高速道路等を活用したアクセスルート、サブルート

②集結場所

③排水施設の管理者の連絡先

④目印となる看板

⑤アンダーパス 等

詳細図
（A3版 裏面）

【図-4】

①排水ポンプ車の配置場所の配置図面・写真

②排水ポンプ車の配置可能台数

③道路幅員・浸水状況

④標高図 等
 

大和川

排水作業準備計画図
（29.6K左岸決壊時）

【奈良県域 広域図】

平成29年度

大和川では、大規模出水による浸水被害を想定し、
浸水時間・範囲を速やかに低減させるために、
国・地方公共団体等が保有する既存排水施設や排
水ポンプ車などを最大限に活用することを推進し
ています。

本図は大和川水系大和川の洪水予報区間（奈良県
域）について、水防法の規定に基づいて29.6K左岸
決壊時の浸水継続時間を表示した上で、排水活動
や防災活動に対しても素早く対応するための施設
情報（排水施設・市役所・区役所・災害拠点病
院・駅・アンダーパス・緊急輸送道路）を記載し
たものです。

各方面からの
アクセスルート・集結場所

一次集結場所 二次集結場所

関東地整等の王寺より
東側に位置する整備局の

アクセスルート
天理PA ～ 西名阪自動車道 ～ ～ 国道25号 ～

奈良県生駒郡三郷
町勢野東地先

中国地整、四国地整等の
王寺より西側に位置する
整備局のアクセスルート

香芝SA ～ ～ ～
奈良県生駒郡三郷

町勢野東地先

近畿技術事務所等の王寺より
北側に位置する事務所、
整備局のアクセスルート

奈良精華線 ～ 奈良大和郡山斑鳩線 ～ ～
奈良県生駒郡三郷

町勢野東地先

アクセスルート・集結場所　一覧表

国道25号

アクセスルート

国道168号

大和郡山環状線

国道25号

凡例

：12時間未満

：12時間～24時間（1日間）未満

：24時間（1日間）～48時間（2日間）未満

：48時間（2日間）～72時間（3日間）未満

：72時間（3日間）～96時間（4日間）未満

：昭和57年 浸水実績

：事務所・出張所

：第2種側帯及び車両交換場所

：市役所・区役所

：災害拠点病院

：警察署

：消防署

：駅

：道の駅

：アンダーパス

：緊急輸送道路

：高速道路

：インターチェンジ

：SA・PA

：燃料補給所

：河川

：距離標

：アクセスルート

：決壊地点

浸水継続時間（想定最大規模）

浸水実績

施設情報

X

v

?

R

?

?

許可の樋門・樋管一覧表

大和川 排  水  路 谷田川樋門
右岸km
26.4＋ 169

三　郷　町
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1.50× 1.25
延長 17.1

31.100
31.100

建設経済課 0745-73-2101

大和川 排  水  路 太田口川吐口施設
左岸km
26.6＋ 100

王　寺　町
ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ PC造巾
3.0×2.47×8.77

32.417
32.406

建設部建設
産業課

0745-73-2001

大和川 排  水  路 公共下水道雨水菅
右岸km
26.6＋ 190

三　郷　町
推進菅　内径1000　延長 13.0
ヒューム管1350　延長 37.6

29.642 水道部下水道課 0745-73-0999

大和川 排  水  路 出合樋菅
左岸km
27.2-145

天井水利組合
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1.0× 1.0
延長 15.0

アルミ ﾌﾗｯﾌﾟ
35.450
35.600

組合長
■■　■■

0743-56-1385

大和川 排  水  路 久度樋門
左岸km
27.2＋ 59.0

王　寺　町
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 2.8× 2.1
延長 28.5

鋼　　製 ﾛｰﾗｰ
31.250
31.250

0745-32-8899

大和川 排  水  路 反白排水渠
右岸km
27.4+100

三　郷　町
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ φ 1000
延長 26.2

アルミ ﾌﾗｯﾌﾟ 35.852 建設経済課 0745-73-2101

大和川 排  水  路 駅前排水樋門
右岸km
27.8＋ 28

三　郷　町
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 3.0× 2.0
延長 18.0

30.563 建設経済課 0745-73-2101

大和川 三軒屋川 三軒屋川樋門
右岸km
28.0＋ 160

三　郷　町 下水道課長
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 2.5× 2.25
延長 37.4

鋼　　扉 ｽﾗｲﾄﾞ
33.050
33.050

建設経済課 0745-73-2101

大和川 排  水  路 神南樋門
右岸km
29.2＋ 55.00

斑　鳩　町 建設課長
鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ 1.5× 1.5
延長 20.300

鋼　　扉 ｽﾗｲﾄﾞ
35.000
35.000

都市建設部
建設課

0745-74-1001

※特に排水効果の高い樋門・樋管は赤着色

構　造 型式
対　　象
量水標名

水位 部署・担当者 電話番号
操作責任者 本　体　形　状

ゲ ー ト
吐出又は
呑口敷高

操作水位 連絡先
河川名 支 川 名 施　設　名 位　置 管　理　者

①集結場所または
現場へ向かうアク
セスルートの記載

④集結場所または現場へ
向かう際の分岐点につい
て看板等の目印を記載

②一次集結場所、
二次集結場所の記載

⑤道路の冠水に留
意する必要がある
ため、アンダーパス

を記載

①内水実績を考慮し
たサブルート選定

③決壊地点付近の排水施設
の諸元・連絡先を記載（排水
効果の高い施設は赤着色）

①、②一次集結場所、二次
集結場所、アクセスルート
について表で整理

図郭番号から排水
ポンプ車の配置場
所を共有可能

 

図-3 排水作業準備計画図 大和川29.6K左岸決壊時（表面：広域図） 

表-1にチェックリストの一部抜粋として,配置可能場

所に対する事前準備に関するチェックリストを示した.

チェックリストでは,設置段階だけでなく,設置後に必要

となる仮設トイレ配置,燃料補給施設,他機関の施設情報

等の確認事項も追加した.これらの内容は,近畿地方整備

局河川維持管理ＷＧで意見照会等を行い整理した. 

 

(４) 排水作業準備計画図の標準化 

排水作業準備計画図は現地での配布用とオペレーショ

ン用の2種類を作成した（表-2,図-3,図-4参照）.図面の

記載項目は同一であるが,配布用図面は現地で取り扱い

やすいようにA3版1枚で作成し,表面に広域図,裏面に詳

細図を記載した.一方,オペレーション用図面は事務所内

において複数名で見ることを想定してA0版表面のみに情

報を集約した.図-3(表面)は.広域図の図郭番号を索引

し,29.6K左岸決壊時の具体的な配置場所を選定した例で

ある.排水作業場所の指示等が伝達しやすいように,広域

図に図郭番号を設定した. 
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【排水ポンプ車配置場所 詳細図】 （堤防天端幅が5m以上確保できる場所に排水ポンプ車等を配置する場合）

凡例

：決壊地点

：事務所・出張所

：市役所

：警察署

：消防署

：駅

：アンダーパス

：排水機場

：樋門・樋管

：上水道関連施設

：排水ポンプ車

：排水ポンプ車作業スペース

：照明車

：照明車作業スペース

：ライトバン

：燃料補給車

施設情報

各車両配置場所

排水施設

管理ゲート有

踏切内の道路は
2.4m未満

第2種側帯

二次集結場所

【道路幅員図】

凡例
：13m以上

：5.5m以上～13.0m未満

：3.0m以上～5.5m未満

凡例
：12時間未満

：12時間～1日未満

：1日～1.5日未満

：1.5日～2日未満

：2日～2.5日未満

：2.5日以上

【浸水深0.1mを下回るまでにかかる時間】

【排水ポンプ車配置場所 詳細図】
（堤防天端幅が3m以上確保できる場所に排水ポンプ車等を配置する場合）

堤防天端からの比高
：0.0ｍ未満
：0.0ｍ～2.0ｍ未満
：2.0ｍ～4.0ｍ未満
：4.0ｍ～6.0ｍ未満
：6.0ｍ～8.0ｍ未満
：8.0ｍ～10.0ｍ未満
：10.0ｍ以上

道路
：幅員５ｍ以上
：幅員３ｍ以上
：通行不可

：決壊地点

明治橋より下流にはライトバ
等の配置も考慮すると、排水
ポンプ車約40台が配置可能

昭和橋
明治橋

【決壊地点が変更した場合のアクセスルート図】

【標高図】

排水ポン プ 車 照明車 ラ イ トバン

約40台 約20台 約20台

堤防天端幅が3m以上確保できる 場所に 排水ポ ン プ 車等を 配置す る 場合の配置可能台数

排水ポン プ 車 照明車 ラ イ トバン

5台 3台 3台

堤防天端幅が5m 以上確保できる 場所に 排水ポ ン プ 車等を 配置す る 場合の配置可能台数

 

図-4 排水作業準備計画図 大和川29.6K左岸決壊時（裏面：詳細図） 

 

①決壊地
点を選定

③「決壊後経過時間別図面
表示」ボタンをクリック

②決壊時刻を
入力

• 排水ポンプ車の配置場所を
検討した図郭についてはP
マークが配置されている。

クリックすることで排水作
業準備計画図が確認可能

出力画面

入力画面

入力項目：
決壊地点
決壊時刻（現時
刻を決壊時刻と
することも可能）

浸水深50cm以上の下記の施設数を表示
学校
避難施設
医療機関
福祉施設

浸水深50cm以上

 

図-6 事前準備ツール 

３． 迅速な排水作業事前準備計画作成に寄与する

ツールの作成 

大和川の特徴として,河川水位が急上昇・下降しやす

い特徴があり,災害時には限定される人員体制で,昼夜問

わず必要な情報を迅速かつ確実に把握・伝達する必要が

ある. 

そのため,迅速な排水作業が実施可能なように排水作

業準備計画図に対応したツールを作成した. 

 

(１)初動体制確保に寄与する早見表の作成 

大和川は延長が長く,危険箇所が点在する.多数の決壊

候補地点がある中で,情報量の少ない初動体制時にも,効

果的な排水ポンプ車の配置場所の選定を行う必要がある.

そのため,排水作業準備計画図の図郭（図郭番号は図-3

表面と対応）ごとの浸水継続時間の特徴を瞬時に把握す

るため,決壊地点と各図郭の浸水継続時間が対応する早

見表を作成した（図-5参照）.早見表では,決壊地点ごと

に各図郭の最大浸水深,浸水継続時間,外力規模（想定最

大規模,計画規模,内水実績）,排水先の有無を記載した.

この整理から,いずれの決壊地点であっても浸水継続時

間の長い区域を抽出し,対象となる図郭に対して詳細な

排水作業準備計画を検討し,配置可能な場所の優先順位

を設定することが可能になるように工夫した. 

 

(２)事前準備ツールの作成 

水位上昇速度の速い大和川で,瞬時に排水ポンプ車の

配置場所を判断できるよう事前準備ツールを作成した

（図-6参照）. 

 

流下能力の低い危険箇所
が決壊した場合のルート

の変更について記載

②配置可能
台数を記載

③周辺の道路
幅員を整理

①排水ポンプ車の配置場
所の配置図面・写真の記載

③想定した決壊地点での決壊
後の道路の浸水状況を整理

二次集結場所
の記載

④標高図
を記載
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（日）

排水ポンプ車

排水施設総合計

浸水、燃料不足に
より排水施設停止 下水ポンプ場周辺の浸水深が小

さくなり、アクセス可能になり復旧

排水ポンプ車に比
較して、下水道ポ
ンプの排水容量が
圧倒的に大きい

：排水ポンプ車の排
水容量の合計
：既存排水施設の排
水容量の合計

図-8 排水ポンプ車と既存排水施設の排水容量の比較 

図郭番号

決
壊
地
点

B C C C C C D D D D D

13 13 14 15 18 19 13 14 15 16 17
1.8m 3.2m 0.9m 1.0m 0.0m 0.0m 1.6m 1.1m 1.2m 0.0m 0.0m

5日16時間 8日2時間 1日7時間 2日11時間 0日0時間 0日0時間 3日2時間 3日2時間 3日15時間 0日0時間 0日0時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 - -

●

1.8m 3.2m 0.9m 1.0m 0.0m 0.0m 1.6m 1.1m 1.2m 0.0m 0.0m
5日13時間 8日2時間 1日7時間 2日11時間 0日0時間 0日0時間 3日2時間 3日3時間 3日15時間 0日0時間 0日0時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 - -

●

1.8m 3.3m 1.0m 1.0m 0.0m 0.0m 1.7m 1.7m 1.2m 0.0m 0.0m
5日15時間 8日2時間 1日2時間 2日12時間 0日0時間 0日0時間 3日2時間 5日12時間 3日14時間 0日0時間 0日0時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 - -

●

1.8m 3.3m 1.0m 1.1m 0.0m 0.0m 1.7m 1.8m 1.2m 0.0m 0.0m
5日15時間 8日2時間 1日10時間 3日1時間 0日0時間 0日0時間 3日5時間 5日16時間 3日17時間 0日0時間 0日0時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 - -

●

1.8m 3.2m 1.0m 1.1m 0.0m 0.0m 2.0m 1.8m 1.2m 0.0m 0.0m
5日15時間 8日2時間 1日8時間 2日23時間 0日0時間 0日0時間 2日22時間 5日15時間 3日16時間 0日0時間 0日0時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 - -

●

1.6m 3.1m 0.9m 1.0m 0.0m 0.0m 2.3m 2.9m 1.2m 1.2m 0.7m
8日0時間 8日2時間 1日11時間 3日9時間 0日0時間 0日0時間 4日0時間 3日0時間 7日23時間 4日12時間 1日18時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 大+計 大+計+内

●

1.8m 3.2m 0.8m 1.1m 0.0m 0.0m 2.7m 3.4m 1.3m 1.6m 1.2m
7日23時間 8日2時間 1日15時間 7日2時間 0日0時間 0日0時間 5日3時間 8日1時間 8日0時間 7日21時間 5日2時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 大+計 大+計+内

●

1.5m 3.1m 0.9m 1.0m 0.0m 0.0m 2.0m 2.7m 1.2m 1.6m 1.2m
8日0時間 8日2時間 1日11時間 3日7時間 0日0時間 0日0時間 4日0時間 8日1時間 7日23時間 7日20時間 6日3時間

大 大 大 大 - - 大+計 大+計 大 大+計 大+計+内

●

L-0k6

L0k0

L0k8

L1k0

L1k4

L1k8

L2k2

L3k0

  

早見表の情報

決壊地点1からの氾濫
に関する情報

決壊地点2からの氾濫
に関する情報

図郭ごとの
情報

A A B

1 2 1
3.3m 3.3m 2.9m

3日9時間 8日7時間 2日21時間

大+計 大+計+内 大+内

●

0.0m 3.4m 2.9m
0日0時間 7日4時間 0日20時間

- 大+計+内 大+内

● ●

決壊
地点1

決壊
地点2

 

図-5 早見表(抜粋)と記載情報 

ツールは,災害時に誰でも使用が可能なようにExcelで

作成した.「決壊地点」を選択することで,決壊からの経

過時間ごとに図面が出力される. 

排水ポンプ車の配置場所を検討した図郭についてはP

のマークを配置しており,Pマークをクリックした場合, 

2.で作成した排水作業準備計画図（図-3,4：表面,裏

面）が表示される仕組みとした.なお,ツールには,社会

経済被害の最小化の観点から,図郭内の要配慮者利用施

設等の施設数を表示しているが,今後,都市特有の排水施

設や道路網等が存在することに対応した排水ポンプ車配

置の優先順位設定が必要と考えている. 

 

４． 大阪府域右岸側の排水作業事前準備計画の課

題と対応策 

大和川では大阪府域右岸側が決壊すると,氾濫流は寝

屋川流域に流れ込む.寝屋川流域は,地形的な特性から水

はけが悪く,流域面積の約3/4が雨水排水を下水道ポンプ

などの既存排水施設に頼らなければならない川より低い

地域（内水域）である.既存排水施設が浸水または燃料

不足により,停止した場合は排水ポンプ車による排水作

業が重要となる.2.で検討した計画作成のポイントでは

抽出できていない大阪府域右岸側の都市域における排水

作業準備計画の課題と対応策について検討した.なお,決

壊地点は,浸水範囲が最も大きくなる15.6K右岸の決壊

（想定最大規模）を想定した. 

 

(１) 排水ポンプ車配置上の課題と対応 

浸水範囲には図-7 b)のように浸水範囲境界部からア

クセスすることを基本とした.ただし,管理用通路が背後

の地盤より高くなっている箇所は第二寝屋川の管理用通

路のみであった（図-7 c)参照）.図-7 d)は15.6K右岸決

壊後からの排水ポンプ車配置台数を時系列で整理したも

のであるが,第二寝屋川付近以外では排水ポンプ車の配

置場所は確保できないと想定された. 

都市部には湛水しやすい地下施設（地下鉄・アンダー

パス等）が複数存在する.第二寝屋川の管理用通路を含

め,長期化する浸水に対しては,関係機関（地下施設管理

者・排水先河川管理者・下水道施設管理者等）との調整

が必要である. 

今後,地形特性上,主に平野区のJR関西本線沿い,西成

区・浪速区のゼロメートル地帯,東成区の北端で浸水継

続時間が3日以上長期化する様相を呈するなど,浸水範囲

が広範囲に及ぶ中で,排水ポンプ車配置の優先順位設定

が必要となる. 

 

(２)既存排水施設の課題と対応 

浸水による施設機器の故障,燃料不足により既存排水

施設が停止し,浸水継続時間が長期化している. 

既存排水施設による排水容量と排水ポンプ車による排

水容量の比較を図-8に示す. 

既存排水施設による排水容量は大きいため,氾濫水を

早期に排水するためには,関係機関との調整により施設

耐水化,燃料不足による停止を防ぐための燃料補給体制

の構築が重要である. 

 

【表凡例】 

１段目：最大浸水深(m) 

２段目：浸水継続時間(h) 

３段目：外力規模 

（大：想定最大,計：計画規模,内：内水氾濫） 

４段目：排水可能場所の有無 （有：●） 
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表-3 都市部での排水作業の協議調整事項の例 

浸水エリア境界
部による排水
活動

③下水道施設（マンホール等
）へのポンプ配置

④地下鉄駅へのポンプ配置

特定施設の浸
水の解消

⑤アンダーパスへのポンプ配
置

⑥民間施設地下へのポンプ
配置

・比高、排水先の確保

・マンホール等の利用の可否
・マンホール等の管理ルール

・民間施設支援への可否

・管理用通路利用の可否
・車止めの取り外し運用ルール

・橋梁の独占的利用の可否
・避難路確保等への対応

①境界部へのポンプ車配置

②橋梁へのポンプ配置

項目 対応の内容
主な課題

関係者との協議・調整排水活動時の課題

・各施設管理者の対応状況を踏
まえ、国土交通省への支援要
請や連絡体制

・合流式下水道の管きょ
内流速等を踏まえたホ
ースの設置方法

・排水ホースの接続によ
って水平距離のさらなる
確保

 

約1.6m

管理用通路は背後
地から1.6m高い
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台

）

決壊からの時刻

排水ポンプ車配置台数

平野川 平野川分水路中流

平野川分水路下流 第二寝屋川下流

第二寝屋川上流

決壊から8時間程度で近

畿管内の事務所が集結

決壊から1日程度で

他の地整が集結

第二寝屋川

対岸からアクセスして水
路沿いで排水

浸水エリア

排水
ポンプ車

第二寝屋川以外では
排水ポンプ車の配置
場所は限定される。

①平野川

②平野川
分水路中流

③平野川
分水路下流

④第二寝屋川下流

⑤第二寝屋川
上流

凡例
①平野川
②平野川分水路中流
③平野川分水路下流
④第二寝屋川下流
⑤第二寝屋川上流凡例

浸水深
0.0m～0.5m
0.5～1.0m未満
1.0m～2.0m未満
2.0～3.0m未満
3.0～4.0m未満
4.0m～5.0m未満

決壊地点

排
水
ポ
ン
プ
車
配
置
台
数
（台
）

 

 

図-7 大阪府管理河川付近での排水ポンプ車配置台数の算定 

５． 本研究の成果と今後の展開 

(1)計画作成のポイントによる局内での情報共有 

本研究では,計画作成のポイントはチェックリストと

して整理し,近畿地方整備局全体の排水作業準備計画の

配置条件等を共通認識とし,検討事項の明確化を図った. 

計画作成のポイントは近畿地方整備局河川維持管理Ｗ

Ｇで各事務所に展開したが,今後出水時の作業後や他河

川の状況を考慮して必要に応じて見直すことも重要であ

る.またアクセスルートは,府県の浸水範囲や浸水継続時

間によって変化する可能性があり,今後,府県の浸水想定

区域図を考慮したサブルートについて検討を行う必要が

ある. 

 

(2)早見表や事前準備ツールによる初動体制支援 

水位上昇速度の速い大和川が決壊した場合に対応可能

となるよう,想定決壊地点を入力すると,浸水状況から瞬

時に排水ポンプ車を配置すべき場所を選定できるツール,

早見表を作成した.本ツールは試行版として２箇所の破

堤点を対象としたが,今後は他の決壊地点も含めた排水

作業事前準備ツールの更新が必要である.今後はツール

を活用した訓練に取り組み,運用上の課題を明らかにし

て対応していく必要がある.特に,災害時には他の防災行

動（緊急復旧活動等）の行動計画を含め,的確な行動を

取る必要があり,排水対応に関するマニュアル等の整備

をすることも必要である. 

 

(3)大阪府域右岸側の排水作業事前準備計画 

都市部では排水ポンプ車の配置場所は限られており,

排水ポンプ車数十台に比較して既存排水施設による排水

容量は圧倒的に大きい.しかし,浸水,燃料不足により既

存排水施設が停止し,浸水が長期化している状況であ 

 

る.社会経済被害を最小化するためには,既存排水施設

の改良等による浸水継続時間を大幅に短縮する方策の検

討が必要である. 

都市部には湛水しやすい地下施設（地下鉄・アンダー

パス等）も複数存在するため,長期化する浸水に対して

は,表-3に示す事項に関して他の機関（地下施設管理

者・排水先河川管理者・下水道施設管理者等）と減災対

策協議会等を通じて協議・調整が必要である. 
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